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平成21年3月末日,内田弘経済学部教授は古稀の定年を迎えられ,実に34年
間もの長さに亙って勤められた専修大学を退職されることになりました｡
内田教授は,横浜国立大学経済学部専攻科を修了された後,大東紡織株式会
社,栃木県立小山高等学校,同宇都宮商業高等学校,及び専修大学経済学部非
常勤講師を経て,昭和50年4月に専任講師として本学に赴任されました｡この
時代は,およそ15年間に及んだヴェトナム戦争が終結し,また,日本の各地を
駆け抜けた大学改革･学生運動の嵐もほぼ落ち着きをみせた時代でした｡
内田教授は,赴任当初は｢社会科学論｣を中心に教鞭を取られていましたが,
その後,昭和52年4月に助教授,同59年4月に教授に昇格されると, ｢社会科
学方法論｣, ｢経済倫理学｣, ｢経済原論｣,及び｢資本主義発展の理論｣など,
主としてマルクス派経済学の理論系科目を併せて担当されました｡いずれの講
義においても,その真撃で落ち着いた語り口は,経済学部の多くの学生に深い
感銘を与えて来られました｡また,大学院経済学研究科では,修士課程で｢理
論経済学特論･演習｣,博士後期課程で｢理論経済学特殊研究･演習｣を担当
され,多数の院生を親身に指導し,世に送り出されました｡内田教授が手塩に
かけて育てられた,数百名を超えるゼミ生は,大学教師としての｢宝物｣にな
っているに相違ありません｡
他方,学内の教学役職としては,就職指導委員会,入学試験委員会,教員資
格審査委員会,教養教務委員会,自己点検･評価運営委員会,出版企画委員会
等で委員を歴任され,さらに,学術研究の領域では,昭和24年の創設以来60年
近くの歴史をもつ社会科学研究所の所長を始め,社会知性開発研究センターの
研究員等を歴任されて,本学における教育･研究環境の改革･充実に大きな功
績を残されました｡
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内田教授の長年に亙る研究テーマは,哲学,倫理学,思想史,及び理論経済
学等の多領域に及んでいますが,当時の日本のアカデミズムの多くがそうであ
ったように,内田教授もまた,マルクス主義から出発されました｡ただし,内
田教授は教条主義が大勢を占める当時の思想情況には批判的であり, ｢カリカ
チュア｣から｢オリジナル｣へと向かわれたように思います｡その成果は,
『経済学批判要綱の研究』 (新評論,昭和57年)等に見て取ることができます｡
その後の内田教授は,恐らくは, K.マルクスの思想を現代社会に活かすべ
く, ｢自由時間｣と｢三木清｣という,二本の<赤い糸>の探究に急速に向か
われたように思います｡内田教授は『三木清一個性者の構想カー』 (御茶の水
書房,平成16年)という著作も出版されていますが, K.マルクスが想定した未
来社会とは,教条主義者が主張するような｢社会主義｣や｢共産主義｣という
よりはむしろ, ｢自由の国｣あるいは｢自由な個人の連合体｣であり,その自
由とは, G.W.F.ヘーゲル流の観念的自由ではなく,ある意味では即物的な
｢自由時間｣ではなかったのか,そして,そうした自由を個々人が獲得するた
めには,三木清が追い求めたような｢個性｣と｢構想力｣が必要なのではない
のか-,私は,内田教授の研究をこのように読み取りました｡
本来, ｢労働｣もまた喜びのはずであり,単なる｢労働時間｣の短縮から得
られる｢自由時間｣の拡大というものではなく,まさに両者の肉体的･精神的
融合こそが,我々の目指すべき未来ということになるのでしょう｡
本学を退職された後も,ますますご自愛され,硯滴日々に新たならんことを
祈念致します｡ここに, 『専修経済学論集』の-篇を退職記念号に充て,経済
学部同僚一同の心からの謝意を込めて,内田弘教授に呈上致します｡
平成21年3月吉日
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専修大学経済学部長　室　井　義　雄
